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主要業務
【ソフトウェア受託開発】

●エッジ領域
　IoT通信機器ソフトウェア開発
●クラウド領域（AWS、Azure、GCP他）
　Webアプリケーション開発　UI/UX最適化
●データ活用領域
　AI技術活用・データプロセッシング

●その他業務
　サーバリプレース（CentOS、Ubuntu、Windows）
 　画像処理（HALCON、OpenCV）
　組み込み開発（Linux）
　オープンソースソフトウェア（OSS）を使った開発
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クラウドアプリケーション

エッジソフトウェア

ひとつ上のデータ活用

2025

2020

データによる
価値創造の時代へ
「データから情報を創造し、そして価値へ」

１．記録されたデータを可視化する

２．データから情報を創造する

３．将来、情報から価値を生み出す
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　ソフトウェア開発における QCD 改善の要は「品質」
だと考えます。 ソフトウェアの価値は「品質」から始まり
ます。 お客様の求めるものを不具合無く提供するため
に、当社は以下の 3 つのポイントを実践することでソフ
トウェア品質を向上させます。

次世代に繋ぐソフトウェアを目指して

ソフトウェア開発は、システム構想⇒要件定義⇒設計⇒製造⇒テスト⇒リリース⇒

運用・保守の流れで行われます。 当社は今まで「テスト中心の品質」を確保していま

したが、コストがかかってしまうという課題があるため、これからは上流工程の設計

段階で品質を作り込みます。

「品質が高い」とは、お客様が求めているものを提供することです。 お客様と密接に

連携し、ソフトウェア開発をしてお客様にフィードバックをいただく。 そして関係を

深め、繰り返し開発を続けることで、お客様が本当に欲しいものを提供し続ける開発

組織に変えていく必要性を感じています。 このような開発体制を当社では「共創」と

表現し、今後も取り組んで参ります。 

「品質を見える化」するために、過去のソフトウェアメトリクスから当社の標準的な

数値を算出します。 データを定期的に取り、分析を繰り返すことで、小さな変化をとら

えることができます。 ソフトウェアメトリクスの変化を常に捉え、課題が表面化する

前に対策を施すことで、品質を高めることができると考えています。

上流設計

共創

定量化

　いろいろなモノがインターネットに” つながる” と、多くの

労力や時間がかかっていた仕事を効率化できるようになりま

す。 また、IoT が広まることでコスト面により実用化が難しか

った仕組みが実現しやすくなります。 IoT でつながるモノは

様々ですが、その接続方法やデータ処理の仕組みはソフトウ

ェア開発の際に定型化することが可能です。 高効率で低コ

ストの優れた IoT ソリューションソフトウェアを利用するこ

とで、事業効率を最大化することができます。

　また、IoT はクラウドサービスと親和性が高いというメリッ

トもあります。 IoT はインターネットを基盤としていますの

で、サーバやストレージといったクラウドサービスとダイレク

トに連携し、世界中どこからでもモノを監視や制御することが可能です。 これは、IoT を利用するときに必要と

なる処理能力に応じて、サーバの処理能力も最適化できることを意味します。 クラウド上にてサーバの処理能力

を抑えることができれば、その分のコストが抑えられることもできます。

DX時代に必要なひとつ上のデータ活用

　わたしたちは「データリテラシー」を広め、人間と機械

のやるべきことを明確にして、必要な場所にソフトウェ

アを導入することで人の生きがいを創造していきたいと

考えています。

　「データ活用」とは、目的に対する仮説を立て、データ

を貯蔵・分析、考察するという一連のプロセスです。 わ

たしたちが提供するのはデータ分析のスキルや知識で

はなくデータを活用するプロセスです。 お客様と寄り添

いながら、一緒になってデータを活用できるソフトウェ

アを作ることで課題解決の先にある価値（Value）を生

み出していきたいと考えています。

“つながる”ことで世界が変わるIoTソリューション



画像処理

　画像処理とは、画像から「情報」を取り出す処理全般
を指します。 画像処理ライブラリを使用して、画像を変
形したり、色合いを変えたり、別の画像と合成することで
す。 また AI（機械学習）を画像処理と組み合わせる取り
組みも実施しています。

　具体的には HALCON を用いて、検査装置で撮像され
た良品 / 不良品の画像の学習、学習結果の評価、学習結果をヒストグラムやマトリクス的に
表示することで、学習の進度によって分類精度がどの程度向上していくのかを可視化するアプ
リケーションなどの開発経験があります。

サーバリプレース/マイグレーション

　サーバマイグレーションは機器の交換だけでなく、
OS のバージョンアップ、または別 OS への変更を検討し、
サーバを新しく作り変える作業です。 IT が急速に発達す
る現代において、様々な役割を果たすサーバという存在
は、多くの企業で必要不可欠な存在となっています。 しか
し、物理サーバは消耗品であり、年数の経過によって老朽
化していきます。

　一般的には 5年毎に行うのが良いとされているサーバメンテナンスですが、老朽化による故障
のリスクはもちろん、古いシステムを新規サーバへ移行する難度も高くなりました。 そのため当社
では物理サーバのマイグレーションだけではなくクラウドへのマイグレーションも進めています。

仮想化ソリューション

AI・機械学習

エッジソフトウェア開発

クラウドアプリケーション開発　

　IoT ではモノに対し各種センサーを付けて、モノの状
態を監視（モニター）や制御（コントロール）することに
より安全で快適な生活を実現しようとしています。 ま
た、モノから計測したデータを記録することができるた
め、見えていなかった様々な課題を見つけるきっかけに
もなります。

　各種センサーから多くのデータを集約して利用する IoT ゲートウェイをはじめ、オープンソ
ースソフトウェアを使った組み込み Linux 開発も当社の強みです。 古い機器に利用されてき
た通信規格からクラウドで用いる新しいインターフェースを含めた、様々な通信規格を熟知し
たエンジニアがソフトウェア設計や開発を行います。

制御系システム

　クラウド開発ではハードウェアに依存しなくてよいた
め、お客様の要望に応じて柔軟にシステム開発を行うこ
とができます。 お客様の UX（ユーザーエクスぺリエン
ス）の向上を目指し、サクサク感を感じていただけるアプ
リケーション開発に励んでいます。

　そもそもなぜ、ユーザビリティが注目されるようになったのでしょうか。 一つの理由として、
IT 技術の発達によってコンピュータを多くの人々が使うようになったことがあげられます。 昔
に比べると、一般的なユーザーからの使いにくさの問題が目立ってきました。
　私たちは、「お客様にとって」の最高のソフトウェアを提供するため、UX を重視した開発を行
います。

ソフトウェア技術開発実績

UX 最適化 　


	00_表裏_8P1P
	01_中面_2P3P
	02_中面_4P5P
	03_中面_6P7P

